
贈る側､贈られる側､送る者､送られる者､それぞれが心を込めて準備

した本当に温かい贈り物､それらが交換される様子を見る思いでした｡

アリガトク､オメデトクの5文字に込められた思いは､決して短時間で

は語り尽せぬほどの思いの集積ではなかったでしょうか｡練習を重ね､本番

では十分に後輩たちの思いは3年生に伝えることが出来ました｡

熱い思いを贈られ､最後､出発(たびだち)を送ら

れる3年生にしても同じこと｡後輩たちの思いを受け

止め､しっかり返す歌の練習､本番､後輩たちの耳に

どのように届いたでしょうか｡

ヨE空冠

明日はいよいよ3年生の皆さんが本校を巣立っていく日です｡これまで

の3年間､いろいろなことがあったと思います｡何も分からないまま､校

門をくぐり中学生としての一歩を踏み出した入学式から､みなさんの中学

校生活はスタートしたのですね｡小学校とは違う学校生活にとまどいなが

らも､一つ一つのことをやり遂げ､勉強はもちろん､学校行事､学年行事

に精力的に取り組み､大きな成果を発揮し､部活動に燃え､勝つ喜び､敗

れる悔しさを味わい､ -歩一歩これまでを歩んできたことでしょうo

過ぎてしまえば楽しい思い出､あっという間の3年間だった･ ･ ･と言

ってしまいがちですが､そんなことはないはず｡きっと誰もがその時その

時は長く､辛く､せつないことも経験したはずです｡そして苦しい中､切

り抜けて来た記憶があるはずです｡その記憶を忘れず､これからの生活の

糧にしていってほしいと考えます｡明日は学校に残る在校生とともに精一

杯の気持ちで皆さんを送り出したいと思っています｡卒業､おめでとう｡


